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【本件のポイント】 
� 龍谷大学が、カーディフ大学（英国）と、学生・研究者の交換協定を締結。本協定は、カーディフ大

学が EU の教育助成プログラム「エラスムス・プラス」１）の国際単位移動制度の奨学金を取得したこ
とによるもの 

� 「犯罪学」２）に関する学術的発展が著しい英国との交流を通じて、日本における「犯罪学」を発展さ
せることがねらい 

� 今回の協定を記念し、「ウェールズにおける犯罪学の研究と教育」をテーマとした学術交流シンポ
ジウムも同日、深草キャンパスにおいて開催 
 
龍谷大学犯罪学研究センター３）は、カーディフ大学（英国）と連携し、犯罪学を中心とした大学院博

士後期課程の学生と教員（研究者）を対象とした留学・学術交流プログラムを 2019 年度より開始しま
す。2020 年 7 月までの協定期間中、学生 2 名 3 ヶ月、教員（研究者）2 名 10 日間の交換派遣を行う
予定です。 

この交換協定の締結により、当センターが目指す対人支援に基づく合理的な犯罪対策の構築に向
け、より国際的な知見の共有、人材交流の活性化、日本の犯罪学の国際発信を推進していきます。 

今回の協定締結にあたり、4 月 12 日（金）は、カーディフ大学犯罪学研究所（Cardiff Centre for 
Crime, Law and Justice）から 2 名の研究者を招聘し、午前中に学術交流シンポジウム、午後に協定
締結式を行います。 
 
【概 要】 

1．「龍谷大学 & カーディフ大学 犯罪学学術交流シンポジウム 2019」 

日時：2019 年 4 月 12 日（金） 9:30〜12:30（開場 9:00） 

場所：龍谷大学 深草キャンパス 至心館 1F（〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町 67） 

プログラム： 

補足：申込不要・参加無料・逐次通訳あり 

EU 推進の留学･学術交流プログラム「エラスムス･プラス」	

により龍谷大学とカーディフ大学（英国）が協定を締結	

4/12（金）深草キャンパスにて	 	

シンポジウムと協定締結式を挙行	

 

	

 

 

 

9:30     開会挨拶 石塚伸一 犯罪学研究センター長 

9:35-10:00 カーディフ大学社会科学部と犯罪学チームの紹介（トレバー・ジョーンズ教授） 

10:00-10:50 犯罪学の学びと教え：カーディフ大学における実践（アダム・エドワーズ博士） 

10:50-10:55 小休憩 

10:55-11:45 報告①「国際単位移動制度 エラスムス・プラスの概要」（トレバー・ジョーンズ教授） 

 報告②「スマート・シティにおける重大な組織犯罪について」（アダム・エドワーズ博士） 

11:45-12:30 ディスカッション 
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2．「龍谷大学 & カーディフ大学 協定締結式」 

日時：2019 年 4 月 12 日（金） 15:00〜15:30 

場所：龍谷大学 深草キャンパス 紫英館 学長室（〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町 67）

プログラム： 

15:00    協定式開会 
15:10   協定書署名 

15:15   記念撮影 
15:20   挨拶 （入澤崇 学長） 

15:25   質疑応答 
15:30   閉会 

補足：取材を希望の場合は、事前に以下の問い合わせ先までお申し込みください。 

   --------------------------------------------- 
 

3．主催：龍谷大学 犯罪学研究センター 
 

4．用語解説 
１）エラスムス・プラス（Erasmus+） 

欧州連合代表部が主宰する EU の教育助成プログラム。欧州とそれ以外の地域との学生・研究者の交流を通して、大学間
の連携を強化し、欧州の高等教育の質と競争力を改善することを目的としたプログラムです。 

留学を支援する「国際単位移動制度（International Credit Mobility-ICM）」において、欧州外の学生は、欧州内の大学と欧州
外の大学との間の協定に基づいた 3 カ月〜12 カ月までの単位認定留学プログラムに参加可能。留学先の大学（ホスト校）
で取得した単位が在籍校で認定されます。教員・職員の場合、欧州のパートナー大学で5日〜2カ月まで教えたり研修に参
加したりすることが可能。なお、2015〜2018 年の間にこの制度を利用して日本と欧州間で約 2,000 人の学生とスタッフが留
学、研修、教育に参加しています。 

 

２）犯罪学 
「犯罪学」（英：Criminology）とは、犯罪にかかわる事項を科学的に解明し、犯罪対策に資することを目的とする学問です。
実証的な犯罪学研究は 19 世紀後半のヨーロッパで始まり、現在、欧米諸国の総合大学では「犯罪学部」として学問・研究
分野が確立されており、多様な社会ニーズに応える人材を多く輩出しています。 

 

３）龍谷大学 犯罪学研究センター 
龍谷大学 犯罪学研究センターは 2016 年 6 月に発足し、同年 11 月に文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」に採
択され、3 年目を迎えました。これまで、建学の精神を具現化する事業として、犯罪予防と対人支援を基軸とする龍谷大学
ならではの「人にやさしい犯罪学」の創生に向けた研究と社会実装活動を展開してきました。 

 

5．補足： 

 本イベントの詳細・フライヤーは、龍谷大学 犯罪学研究センターHP 上に掲載。 
  http://www.ryukoku.ac.jp/nc/event/entry-3328.html  

	

	

	

	

問い合わせ先	 ：	 龍谷大学	 犯罪学研究センター		 [Tel]075-645-2184	 [FAX]075-645-2240	

[E-mail]crimrc2016@ad.ryukoku.ac.jp		 [URL]	https://crimrc.ryukoku.ac.jp/		

（配信先）京都大学記者クラブ、宗教記者クラブ、滋賀県教育記者クラブ	


